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一主催／全日本詰将棋連盟

詰将棋パラダイス通巻400号記念

|雪』
－~一

F＝L

壷
〈日時＞平成元年5月5日（金）

午後1時～7時（開場午前11時）
〈会場＞名古屋郵政会館

（名古屋市西区天神山町4番1号）

■市バス…名古屋駅前・市バスター
ミ ナル・レモソホームより浄心

行または砂田橋行に乗車、4区
目押切町で下車、徒歩3分、西

税務署前

■地下鉄…浅間町下車、徒歩15分
■タクシー … 名 古 屋 駅 か ら 7 分

<会費＞5，000円
＊＊＊＊＊

＝名古屋郵政会館宿泊予約受付＝

〈日＞5月5日のみ

く料金＞一泊朝食付3，080円

<定員＞20名

<申込＞3月末日までに編集部へ

当日は、どこの宿泊施設も満室が

予想されますので、格安料金の郵政

会館をぜひともご利用ください。

なお、定員になり次第、締め切ら

せて頂きますので、申し込みはお早

目にどうぞ。
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聴全詰連全国大会，
－時／5月5日於／名古屋郵政会館一

●全詰連全国大会の足跡

’

』
匝
一

5

と き

昭和37年10月28日

昭和39年5月3日

昭芳

昭和41年5月1日

平成元年5月5日

来年の予定．

140年5月9日

とこ〃

伏見荘（名古屋市中区

伏見荘（名古屋市中区

-上…3(東京_露賜公園内）

旦杢女子会館陳京音階区
名古屋郵政会館（名古屋市西区）

参 加

47人

50人

9 0 人

両
84ノ
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５
月
５
日
、
通
巻
四
百
号
記
念
全
日
本
詰

将
棋
連
盟
全
国
大
会
が
名
古
屋
市
西
区
の
名

古
屋
郵
政
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
全
詰
連
の

全
国
大
会
は
昭
和
“
年
５
月
１
日
に
東
京
都

港
区
の
日
本
女
子
会
館
で
行
わ
れ
て
以
来
、

実
に
配
年
振
り
５
回
目
。
北
は
福
島
か
ら
南

は
大
分
ま
で
の
会
員
“
人
が
集
い
、
大
盛
会

と
な
っ
た
。

大
会
当
日
の
進
行
は
次
の
通
り
。
（
敬
称

略
）１

、
開
会

２
、
祝
辞
（
宇
佐
見
正
、
森
田
正
司
）

３
、
編
集
長
あ
い
さ
つ

４
、
自
己
紹
介

５
、
祝
電
祝
詞
披
露

鶴
田
寿
美
子
、
七
篠
兼
三
、
黒
川
一
郎
、

弁
島
寛
、
小
西
逸
生
、
柏
川
香
悦
、
柴
田

昭
彦
、
中
田
章
道
、
森
信
雄
、
浦
野
真
彦
、

鯵
年
振
り
の
大
会
、
糾
人
が
集
う

伊
藤
三
雄
、
桑
原
辰
雄
（
読
み
上
げ
順
）

６
、
記
念
撮
影

７
、
お
楽
し
み
競
技

「
詰
将
棋
次
の
一
手
名
人
戦
」
（
全
員
）

優
勝
Ｉ
橋
本
孝
治

「
早
解
き
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」
（
逓
名
）

優
勝
Ⅱ
山
崎
泰
史
、
準
優
勝
Ⅱ
宗
岡
博

之
（
作
品
提
供
・
浦
野
真
彦
、
柏
川
香

悦
、
小
西
逸
生
、
柴
田
昭
彦
、
中
田
章

道
、
森
信
雄
）

「
ば
か
詰
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
」
（
釦
名
）

優
勝
Ｉ
橋
本
孝
治
、
柳
田
明
（
同
点
）

三
位
Ｉ
若
島
正
（
作
品
提
供
・
小
林
看

空
）

８
、
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー

９
、
懇
談
、
カ
ラ
オ
ケ

加
、
閉
会

詳
し
い
模
様
は
、
来
月
号
に
清
水
一
男
氏

が
報
告
す
る
芦

）
ｗ
《
』
一
ケ
、
可
４
－
Ｆ

【
編
集
部
か
ら
】

前
頁
の
引
き
伸
ば
し
写
真
（
八
シ
切
サ
イ

ズ
）
を
、
ご
希
望
の
方
に
〒
共
千
円
で
お
譲

り
し
ま
す
。
６
月
末
日
必
着
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

今
回
の
全
国
大
会
の
ご
感
想
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。
来
年
も
行
う
予
定
で
す
の
で
、

●
寄
贈
者
●

金
二
万
円
‐

金
二
万
円
‐

金
二
万
円
‐

金
一
万
円
．

賞
品
・
茶
菓
‘
藤
井
国
夫

ビ
ー
ル
・
ジ
ュ
ー
ス
ー
ｌ
鶴
田
寿
美
子

茶
菓
１
１

・
岡
村
孝
雄

賞
品

賞
品

賞
品

今
一
一
二
万
円

茶
菓

（
敬
称
略
）

㈱
近
代
将
棋
社

詰
将
棋
研
究
会

佐
藤
宗
弥

高 大
橋
健
司

門
脇
芳
雄

七
篠
兼
三

服
部
彰
夫

剛
謡
標
会

見
秀
夫
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⑬
出
席
者
④
（
敬
称
略
）

福
島
南
倫
夫

群
馬
北
川
明

埼
玉
橋
本
孝
治
、
服
部
敦

千
葉
飯
山
修
、
岡
部
雄
二
、
栗
山
義

史
、
駒
場
和
男
、
摩
利
支
天

東
京
井
上
裕
、
大
橋
健
司
、
岡
村
孝

雄
、
岡
本
真
一
郎
、
門
脇
芳
雄
、
金

子
清
志
、
佐
藤
宗
弥
、
角
建
逸
、
相

馬
康
幸
、
藤
井
国
夫
、
森
田
正
司
、

山
崎
泰
史
、
吉
橋
和
夫

神
奈
川
飯
尾
晃
、
近
藤
郷
、
佐
藤
正

義
、
塩
野
入
清
一
、
鈴
木
章
夫
、
鈴

木
龍
晴
、
清
野
広
美
、
星
野
健
司
、

森
敏
宏
、
柳
田
明

長
野
小
林
着
空

岐
阜
飯
田
繁
和
、
篠
田
義
雄
、
三
輪

勝
昭
、
柳
原
裕
司

愛
知
東
英
男
、
伊
東
郁
、
岡
本
正
貴
、

木
村
諭
、
酒
井
克
彦
、
鈴
木
芳
己
、

関
半
治
電
成
田
忠
男
誌
服
部
彰
夫
尋

深
津
芳
将

一
二
重
坂
口
敏
昭
、
清
水
一
男
、
田
原

宏
、
森
美
憲

滋
賀
清
水
晴
彦
、
本
間
屋
一

京
都
上
田
吉
一
、
太
田
慎
一
、
大
原

利
生
、
田
代
達
生
、
中
島
和
男
、
山

下
雅
博

大
阪
明
石
六
郎
、
川
崎
弘
、
高
坂
研
、

塩
田
洋
、
野
田
達
志
、
浜
田
博
、
弘

光
弘
、
山
名
厚
、
若
島
正

兵
庫
宇
佐
見
正
、
小
笠
原
哲
也
、
富

永
晴
彦
、
中
嶋
弘
、
藤
倉
満
、
安
平

昭
二
、
吉
田
健

奈
良
岩
本
修
、
岡
田
敏

島
根
高
見
秀
夫

広
島
佐
藤
達
也
、
須
川
卓
二
、
広
中

亮
一

福
岡
江
崎
正
美

大
分
宗
岡
博
之

▼
お
詫
び
▲

先
月
号
「
工
学
母
艦
③
」
の
ｎ
は
、
編
集

部
の
ミ
ス
で
持
駒
が
間
違
っ
て
お
り
ま
し
た
。

左
に
正
し
い
図
を
掲
げ
ま
す
。
本
作
の
み
締

切
を
６
月
末
日
消
印
と
し
ま
す
の
で
、
追
加

解
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

持
駒
桂
香
歩
歩

一
二
三
四
五
六
七
八
九

同
じ
く
針
月
号
卯
頁
群
フ
ー
キ
」
ア
リ
＃
ラ
》
一
一

ド
の
マ
ス
コ
ッ
ト
バ
ッ
グ
当
選
者
に
加
賀
孝

志
、
和
田
裕
之
両
氏
を
追
加
し
ま
す
。

▽
今
月
の
香
龍
会
６
月
超
日
（
日
）
午
後

１
時
、
名
古
屋
郵
政
会
館

11

6543219 8

灯
台
声

Ｆ
Ｅ
Ｐ

国鳥
一

３
－

ｒ
Ｅ

当
』
．

■
■
■

:’

．
３

耳

●
固
き
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詰
将
棋
パ
ラ
ダ
イ
ス
創
刊
四
百
号
を
記
念

す
る
全
国
大
会
が
催
さ
れ
た
。

平
成
元
年
五
月
五
日
、
名
古
屋
市
西
区
の

名
古
屋
郵
政
会
館
に
、
全
国
か
ら
拠
名
の
会

員
が
参
加
し
た
。

会
場
は
名
古
屋
城
の
近
く
に
あ
り
、
第
１

期
龍
王
戦
第
一
局
の
行
わ
れ
た
ホ
テ
ル
、
ナ

ゴ
ヤ
キ
ャ
ッ
ス
ル
と
は
目
と
鼻
の
所
に
在
る
。

編
集
長
か
ら
当
日
の
司
会
を
依
頼
さ
れ
た
。

固
辞
す
る
美
徳
を
最
近
お
ぼ
え
た
が
、
編
集

長
に
は
逆
ら
え
な
い
。
さ
ら
に
、
「
レ
ポ
ー

ト
も
頼
み
ま
す
」
と
ダ
プ
ル
パ
ン
チ
。

堅
名
の
信
条
、
情
熱
を
伝
え
る
に
は
、
準

函
全
詰
連
‐

全
国
大
会
牛
清水一男

気
温
加
度
と
高
い
が
一
一
晴
天
で
絶
好
の
大

会
日
和
と
な
っ
た
。

、
時
、
分
会
場
に
着
く
。
こ
の
日
は
仏
滅

で
あ
る
。
だ
か
ら
会
場
と
な
っ
た
名
古
屋
郵

政
会
館
は
、
結
婚
式
は
一
組
も
な
く
、
。
ハ
ラ

の
貸
切
り
同
様
で
あ
る
。

飯
田
繁
和
氏
と
高
坂
研
氏
が
受
付
の
準
備

を
し
て
い
る
。
「
ヤ
ア
」
と
短
い
挨
拶
を
し

備
不
足
で
一
】
上
シ
面
だ
け
の
報
告
で
す
が
篭

ご
了
承
下
さ
い
。

可
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
０
０
９
０
Ｉ
０
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
０
０
０
０
１
１
１
ｊ
１
１
０
１
日
Ｉ
０
８
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
０
Ｉ
Ｉ
■
』

50

↓
60

↓
84

て
メ
イ
ン
会
場
に
入
る
。

す
で
に
大
盤
が
あ
り
、
そ
の
前
に
三
人
い

て
、
人
の
手
ほ
ど
の
駒
を
動
か
し
て
い
る
。

田
原
宏
、
服
部
彰
夫
、
関
半
治
の
一
二
氏
。
会

話
は
難
解
で
わ
か
ら
な
い
。

壁
面
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
賞
品
、
祝
儀
の
芳

名
を
書
い
た
も
の
が
張
り
出
し
て
あ
る
。
編

集
長
は
音
響
装
置
の
調
整
中
。
や
が
て
こ
の

会
場
に
、
全
国
か
ら
詰
将
棋
フ
ァ
ン
が
集
っ

て
く
る
か
と
思
う
と
、
胸
が
躍
っ
た
。

皿
時
受
付
開
始
。
川
崎
弘
、
吉
田
健
爺
篠

田
義
雄
な
ど
ベ
テ
ラ
ン
各
氏
の
到
着
が
早
い
。

編
集
長
は
若
手
が
遅
い
の
で
、
少
し
気
を
撰

ん
で
い
た
。

ベ
テ
ラ
ン
は
受
付
を
済
ま
す
と
、
会
場
に

移
り
適
当
な
場
所
に
席
を
構
え
る
。
若
手
は

ロ
ビ
ー
で
二
、
三
人
立
っ
た
ま
ま
話
を
続
け

て
い
る
。
名
古
屋
の
栄
の
セ
ン
ト
ラ
ル
。
ハ
ー

ク
や
、
ク
リ
ス
タ
ル
広
場
で
よ
く
見
か
け
る

光
景
で
あ
る
。
長
身
の
若
者
の
立
ち
姿
は
い

い
も
の
だ
。

開
会
超
分
前
、
別
室
で
編
集
長
と
司
会
進
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し
よ
し
よ
開
会
。
創
棋
会
を
代
表
し
て
宇

佐
見
正
氏
、
詰
将
棋
研
究
会
の
代
表
森
田
正

司
氏
が
祝
辞
を
述
べ
る
。

各
地
に
詰
将
棋
の
会
が
幾
つ
か
あ
っ
て
、

そ
の
母
体
と
も
い
う
べ
き
集
団
が
全
日
本
詰

将
棋
連
盟
だ
と
聞
く
。
そ
こ
で
東
西
の
老
舗

の
会
か
ら
お
二
人
の
登
場
と
な
っ
た
。

宇
佐
見
正
氏
は
「
バ
ラ
の
限
り
な
い
発
展

と
会
員
の
今
ハ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」
を
、
森
田
正
司

氏
は
「
全
日
本
詰
将
棋
連
盟
の
活
性
化
」
を

そ
れ
ぞ
れ
強
調
さ
れ
た
。

行
の
打
合
せ
を
終
え
て
会
場
へ
来
て
み
る
と

続
々
と
参
加
者
が
集
っ
て
お
り
、
急
拠
、
席

を
増
設
。
世
話
人
は
参
加
者
釦
名
と
見
込
み
、

東
京
か
ら
の
新
幹
線
車
中
で
は
“
名
の
予
想
、

実
は
弘
名
。
う
れ
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
た
。

天
井
か
ら
カ
メ
ラ
を
の
ぞ
い
た
と
す
れ
ば

詰
キ
ス
ト
の
押
し
寿
司
が
五
本
（
列
）
、
窮

屈
そ
う
に
並
ん
で
見
え
た
に
違
い
な
い
。

こ
れ
か
ら
卵
年

全
国
的
な
規
模
で
の
大
会
は
鴬
昭
和
諏
年

に
名
古
屋
市
で
開
か
れ
た
の
が
最
初
で
あ
り
、

柳
原
編
集
長
は
、
ま
だ
生
れ
て
い
な
い
。

。
ハ
ラ
は
不
死
鳥
と
い
わ
れ
続
け
て
き
た
が
、

改
め
て
そ
の
生
命
力
に
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。

編
集
長
が
挨
拶
に
立
つ
。
紋
切
型
で
な
く

端
々
と
し
た
冷
静
な
口
調
で
「
あ
と
訓
年
は

頑
張
り
ま
す
」
と
心
強
い
言
葉
が
出
た
。

こ
の
一
言
を
聞
い
て
「
今
日
、
こ
こ
に
来

て
、
よ
か
っ
た
」
と
感
じ
た
人
が
何
人
か
い

た
と
思
う
。
鶴
田
主
幹
か
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

し
て
か
ら
三
年
、
順
調
に
バ
ラ
を
発
刊
し
て

き
た
実
績
か
ら
、
約
束
は
必
ず
守
っ
て
く
れ

る
と
信
ず
る
。

、
４
０
６
０
１
８
９
０
９
９
０
０
０
０
０
０
１
１
ｌ
０
１
１
ｌ
０
０
０
０
０
Ｉ
０
９
１
１
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
０
Ｉ
Ｉ
０
０
０
０
０
Ｊ

自
己
紹
介
一

こ
の
際
と
ば
か
り
、
長
々
と
や
ら
れ
て
は

時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
。
又
、
名
前
だ
け

名
乗
る
の
で
は
味
気
な
い
。
要
領
よ
く
、
中

身
の
濃
い
自
己
紹
介
を
と
祈
る
気
持
で
新
婚

ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
飯
田
繁
和
氏
を
ト
ッ
プ
に
指
名
、

以
下
二
時
間
余
り
続
く
こ
と
に
な
る
。

“
名
の
参
加
者
の
中
で
、
受
付
の
記
帳
に

ペ
ン
ネ
ー
ム
で
書
い
た
人
は
４
名
い
た
。
心

得
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
本
名
よ
り
ペ
ン
ネ
ー

ム
の
方
が
有
名
な
人
ば
か
り
だ
。

「
私
が
岩
本
修
で
す
」
と
い
わ
れ
て
も
、

こ
ち
ら
は
キ
ョ
ト
ン
。
「
酒
井
克
彦
で
す
」

と
い
っ
て
も
、
ハ
テ
な
と
思
う
人
も
あ
る
。

心
配
無
用
、
自
己
紹
介
で
は
本
名
の
ホ
ン
ヤ

ク
付
き
で
微
笑
ま
し
か
っ
た
。

Ａ
ｌ
実
は
、
鶴
田
さ
ん
の
ゴ
ー
ス
ト
ラ
イ
タ

ー
を
や
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

Ｂ
ｌ
柳
原
編
集
長
が
鶴
田
主
幹
と
同
じ
齢
ま

で
頑
張
っ
て
、
千
号
ま
で
出
し
て
下
さ

い
。
私
は
お
り
ま
せ
ん
が
…
…
。

Ｃ
ｌ
老
人
に
も
わ
か
る
解
説
を
た
の
み
ま
す
。

新
人
類
の
み
な
さ
ん
。

Ｄ
ｌ
入
選
三
百
回
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｉ
作
品
集
出
版
の
準
備
を
し
て
お
り
ま
す
。

Ｆ
１
七
篠
さ
ん
の
気
持
は
、
七
篠
賞
、
鶴
田

賞
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
だ
さ
る
と

承
知
し
て
い
ま
す
。
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Ｇ
Ｉ
司
会
が
清
水
さ
ん
と
知
っ
て
急
に
参
加

し
ま
し
た
。

全
部
思
い
出
せ
な
い
が
「
読
者
サ
ロ
ン
」

認
角
、
翠
玉
、
螺
飛
、
調
玉
、
坐
飛
成
、

翠
玉
、
皿
角
成
、
廻
玉
、
羽
歩
成
、
同
一

玉
、
虹
馬
、
銅
角
、
調
桂
、
哩
玉
、
過

歩
、
同
玉
、
認
龍
、
皿
玉
、
拠
龍
、
塑

香
、
鍵
馬
、
同
銀
、
鉛
角
、
溺
歩
、
同

角
、
超
玉
、
哩
歩
、
翠
玉
、
認
歩
、
塑

玉
、
犯
龍
、
同
玉
、
調
歩
、
同
玉
、
“

銀
、
”
玉
、
“
角
成
、
同
銀
、
同
銀
成
、

幻
玉
、
翠
銀
、
哩
玉
、
過
歩
成
迄
網
手
。

（
将
棋
時
代
Ｓ
躯
・
２
太
田
昭
男
作
）

65432聖

一
二
三
四
五
六
七
八
九

持 駒 引 謂 鐸

よ
り
新
鮮
味
も
親
し
み
も
、
た
（
一
ぶ
り
含
ん

で
い
た
。

一
詰
将
棋
次
の
一
手
名
人
戦
一

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ｍ
Ｖ
で
放
映
さ
れ
た
「
将
棋
の
日
」

の
企
画
を
真
似
た
も
の
。
全
員
が
青
、
黄
、

白
の
札
を
持
ち
、
一
手
一
手
い
ず
れ
か
の
札

を
上
げ
る
ゲ
ー
ム
・

上
の
図
が
問
題
。
大
盤
に
並
べ
ら
れ
て
、

服
部
彰
夫
氏
と
森
美
憲
氏
が
い
わ
ゆ
る
サ
ク

ラ
と
な
り
、
「
詣
角
」
、
「
鯉
香
」
と
声
を

張
り
上
げ
る
。
そ
の
都
度
、
“
名
が
札
で
示

め
す
。
考
慮
時
間
は
実
質
な
し
。
ト
ン
ト
ン

ト
ン
と
や
ら
な
い
と
詰
み
ま
で
読
ま
れ
て
し

ま
う
。酸

い
も
甘
い
も
か
み
分
け
た
服
部
彰
夫
氏

が
真
剣
に
正
解
を
追
い
、
若
手
の
森
美
憲
氏

が
お
と
ぼ
け
十
分
の
手
を
ガ
イ
ド
す
る
。
面

白
い
人
選
だ
っ
た
。

だ
ん
だ
ん
正
解
者
が
少
く
な
り
、
大
詰
め

は
、
柳
田
明
、
角
建
逸
、
飯
尾
晃
、
橋
本
孝

治
の
四
氏
が
大
盤
の
前
に
公
平
に
立
ち
並
ん

だ
。
い
ず
れ
も
関
東
勢
で
あ
る
。
結
局
、
詰

将
棋
次
の
一
手
名
人
は
、
橋
本
孝
治
氏
に
輝

い
た
。氏

日
く
「
カ
ン
の
冴
え
で
す
」
。

「
０
０
１
１
０
０
１
１
４
０
１
日
１
０
０
０
日
０
０
９
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ｉ
９
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
０
ｌ
日
日
■
８
０
１
１
１
１
１
Ｊ

一
早
解
き
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
一

ｒ
０
０
０
‐
Ｉ
０
０
１
１
１
Ｉ
０
０
１
‐
Ｏ
ｉ
Ｏ
Ｏ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ｏ
Ｉ
１
１
１
Ｉ
０
９
０
４
０
Ｉ
０
０
１
１
０
１
０
１
１
０
０
０
Ｌ

瞬
時
に
解
く
の
も
芸
の
う
ち
。
力
自
慢
な

ら
ず
、
頭
自
慢
の
嘘
名
が
前
に
出
る
。
メ
ン

バ
ー
は
組
合
表
の
と
お
り
だ
が
、
目
を
見
張

る
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。

ぐ
次
の
一
手
名
人
戦
優
勝
は
橋
本
孝
治
氏

銀 ~壬

§

朝

が

梁

悪 晶
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優 勝 山崎泰史

専
門
誌
の
解
説
者
、
ア
マ
名
人
級
の
実
力

者
、
解
答
の
ベ
テ
ラ
ン
、
摩
利
支
天
氏
を
は

じ
め
と
す
る
若
手
有
望
株
と
そ
ろ
い
、
興
味

深
々
た
る
も
の
が
あ
る
。

庭L
本 山

山
崎
司
山
崎
同
職
泰
饗

ｒ
ｌ
ｕ
Ｆ
１
関
半
治

清
水
司
清
水
、
繊
灘

卜
柳
昌
鰐
蝦

星
野
ｎ
瀧
叩
鋼
蒋

一
宗
岡
、
開
即
鮒
繊

一
回
戦
の
柳
田
明
魁
安
江
久
男
両
氏
の
激

突
が
事
実
上
の
決
勝
戦
か
と
直
感
。
又
、
関

半
治
氏
も
一
発
秘
め
て
有
力
と
み
た
。

競
技
用
の
作
品
は
、
全
部
で
遁
題
必
要
で

レ
ト
ー
ナ
メ
ソ
ト
決
勝
は
山
崎
君
（
右
）
と
宗
岡
君

次
の
皆
さ
ん
か
ら
提
供
が
あ
《
一
た
。
大
会
の

祝
詞
を
兼
ね
た
新
作
で
、
落
し
穴
も
、
ハ
ツ

と
す
る
手
も
入
っ
た
好
作
ぞ
ろ
い
（
新
聞
等

に
出
題
予
定
も
あ
り
、
お
見
せ
で
き
な
い
の

が
残
念
）
・
柏
川
香
悦
、
小
西
逸
生
、
柴
田

昭
彦
、
浦
野
真
彦
六
段
、
森
信
雄
五
段
、
中

田
昭
道
五
段
の
各
氏
。

特
長
と
し
て
は
、
早
く
詰
め
た
方
に
案
外

誤
り
が
あ
っ
た
こ
と
、
又
、
変
化
に
好
手
が

あ
る
と
、
そ
ち
ら
を
答
え
る
ケ
ー
ス
。
合
駒

の
選
択
間
違
い
な
ど
で
あ
る
。

私
も
予
想
を
誤
っ
た
。
も
っ
と
、
若
手
を

高
く
評
価
す
べ
き
だ
っ
た
。
優
勝
は
、
山
崎

泰
史
氏
の
頭
脳
に
輝
く
。
山
崎
氏
は
、
十
秒

以
内
で
答
え
た
の
が
二
回
あ
り
、
す
ば
ら
し

い
。

「
■
Ｉ
６
８
０
６
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
４
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
０
０
０
０
０
０
０
日
０
１
１
１
日
０
０
日
８
１
０
０
４
０
Ｊ

一
バ
カ
詰
と
ガ
ー
デ
ソ
ー

ｒ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
９
０
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
０
０
０
８
９
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｏ
」

◆
ハ
カ
詰
の
大
家
、
小
林
看
空
氏
が
登
場
。

一
い
き
入
れ
る
た
め
、
庭
に
出
た
。
↑
ハ
カ
詰

は
若
手
の
得
意
種
目
、
ベ
テ
ラ
ン
の
何
人
か
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が
や
・
ハ
カ
詰
開
始
を
機
に
庭
に
お
り
た
。

芝
に
直
接
す
わ
っ
て
、
足
を
伸
す
人
、
た

ば
こ
を
吸
う
人
、
初
対
面
の
挨
拶
を
交
わ
し
、

話
が
弾
む
。
だ
ん
だ
ん
人
が
増
え
、
遂
に
は

盤
を
持
ち
出
し
、
芝
生
の
上
で
対
戦
が
は
じ

ま
る
。ト

ラ
ン
プ
を
め
く
り
な
が
ら
一
手
指
す
。

盤
の
中
間
に
板
が
立
っ
て
い
る
。
初
め
て
見

る
ゲ
ー
ム
の
や
り
方
だ
。
つ
い
立
将
棋
と
か
、

ト
ラ
ン
プ
将
棋
と
い
う
も
の
ら
し
い
。
今
、

流
行
し
て
い
る
と
か
。
名
古
屋
を
長
く
離
れ

て
い
る
う
ち
に
、
情
報
に
疎
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

関
西
の
人
達
と
は
創
棋
会
と
の
関
係
で
、

顔
馴
染
が
多
い
が
、
関
東
の
人
達
と
は
近
づ

き
が
少
い
。
門
脇
芳
雄
、
森
敏
宏
、
駒
場
和

男
、
湯
村
光
造
の
各
氏
は
、
自
分
が
若
い
頃
、

す
で
に
大
活
躍
さ
れ
て
お
り
、
近
寄
り
難
い

気
が
し
た
が
、
気
軽
に
話
し
か
け
て
く
だ
さ

り
、
う
れ
し
か
っ
た
。
同
好
の
集
い
に
、
年

令
も
実
績
も
気
に
す
る
必
要
の
な
い
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

さ
て
？
蕊
力
詰
一
峨
一
！
ナ
Ｉ
へ
移
動
し
て
み

た
。
競
技
終
了
直
前
の
と
こ
ろ
だ
。

「
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
、
５
手
詰
、
塑
題
」
・

事
情
が
よ
く
わ
か
ら
ず
申
し
訳
な
い
が
、
小

林
看
空
氏
の
識
評
に
よ
る
と
、
第
過
図
（
別

図
）
が
難
解
だ
っ
た
と
か
。
こ
の
難
問
を
ク

リ
ア
し
た
の
は
、
府
中
グ
ル
ー
プ
（
岡
本
真

一
郎
氏
ほ
か
）
の
皆
さ
ん
で
、
詰
む
や
詰
ま

ざ
る
や
の
問
題
に
断
を
下
し
た
よ
う
な
も
の

か
。
・

優
秀
者
の
表
彰
は
、
若
島
正
、
橋
本
孝
治
、

山
崎
泰
史
、
柳
田
明
の
各
氏
。
こ
こ
で
も
、

98 765432肩

若
手
の
活
躍
が
光
っ
て
い
る
。

一
二
三
四
五
六
七
八
九

認

持駒角銀

懇
親
会

ｒ
０
０
０
９
０
１
６
８
０
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
６
６
０
Ｕ
０
０
０
■
０
０
０
９
０
０
０
０
１
８
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
９
，
１

自
己
紹
介
の
と
き
、
「
午
後
、
時
ま
で
Ｏ

Ｋ
で
す
」
と
案
内
し
た
が
、
も
う
午
後
５
時

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
楽
し
い
時
間
の
経
つ

の
は
早
い
も
の
で
あ
る
。

服
部
彰
夫
氏
の
乾
杯
の
音
頭
で
、
立
食
パ
ー

テ
ィ
が
始
ま
っ
た
。
立
食
パ
ー
テ
ィ
は
自
由

に
動
き
回
る
こ
と
が
で
き
大
勢
の
時
は
好
都

合
で
あ
る
。
昭
和
諏
年
の
伏
見
荘
の
宴
よ
り

整
然
と
運
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
た
。

幾
つ
か
の
輪
が
出
来
、
会
話
が
弾
む
。
食

べ
物
、
飲
み
物
よ
り
一
番
の
御
馳
走
は
詰
棋

談
義
の
で
き
る
こ
と
だ
。

９
年
前
、
秋
葉
原
ラ
ジ
オ
会
館
で
の
米
長

指
導
対
局
の
坂
口
敏
昭
氏
（
私
が
観
戦
記
）
、

す
っ
か
り
ス
リ
ム
に
な
っ
た
北
川
明
氏
と
は

久
し
振
り
の
再
会
。

ま
た
、
同
人
室
解
説
担
当
の
時
、
検
討
を

お
願
い
し
た
安
江
久
男
氏
、
福
島
の
南
倫
夫

笛

恥〕

Eト



一
一
》
識

倒
伝 氏

は
初
対
面
だ
っ
た
。

詰
棋
談
義
に
花
が
咲
き
、
酒
が
入
る
に
つ

れ
て
、
カ
ラ
オ
ケ
も
始
ま
る
。
印
象
に
残
っ

た
の
ど
を
あ
げ
る
と
、
佐
藤
宗
弥
（
歩
）
、

安
平
昭
二
（
憧
れ
の
ハ
ワ
イ
航
路
）
、
編
集

長
（
大
阪
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
）
、
門
脇
芳
雄

蕊蕊蕊：

立
食
パ
ー
テ
ィ
ー

（
影
を
慕
い
て
）
、
若
島
正
（
長
崎
は
今
日

も
雨
だ
っ
た
）
、
摩
利
支
天
、
岡
村
孝
雄
の

デ
ュ
エ
ッ
ト
（
チ
ャ
コ
の
海
岸
物
語
）
…
…

盛
り
上
り
ま
し
た
。

そ
し
て
森
田
正
司
氏
が
「
詰
・
ハ
ラ
王
将
節
」

を
合
唱
し
よ
う
と
云
い
出
す
。
村
田
英
雄
の

「
王
将
」
の
替
え
歌
で
、
羽
年
前
の
東
京
で

の
全
国
大
会
で
鶴
田
主
幹
が
同
じ
よ
う
に
音

頭
を
と
っ
た
因
縁
が
あ
る
。

最
後
は
、
柳
原
編
集
長
が
「
五
百
号
に
向

け
て
の
決
意
を
改
め
て
披
露
、
併
せ
て
、
会

員
諸
氏
の
支
援
を
切
望
」
し
て
幕
を
閉
じ
た
。

可
ｌ
Ｏ
ｉ
Ｏ
ｉ
ｌ
Ｏ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
６
ｌ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｏ
Ｉ
０
ｌ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
０
ｌ
Ｉ
ｌ
０
ｌ
ｌ
Ｊ

番
外
異
聞
一

ｒ
０
０
９
０
１
日
１
１
Ⅱ
０
０
１
１
ｌ
０
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
９
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
ｉ
０
１
０
０
１
１
１
１
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｌ

本
当
に
午
後
、
時
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

宿
泊
予
定
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
小
部
屋
に
落
着

い
た
ら
し
い
。
「
寝
巻
が
な
い
」
、
「
布
団

が
足
ら
な
い
」
、
「
夜
食
は
？
」
な
ど
聞
え

て
く
る
。
宿
泊
者
の
予
定
は
羽
名
、
そ
れ
が

誕
名
に
増
え
た
。

閉
会
直
前
ま
で
数
が
つ
か
め
ず
、
結
局
、

朝
食
は
９
名
分
足
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
唇

だ
れ
か
が
朝
食
に
あ
り
つ
け
な
い
。
食
い
物

の
恨
み
は
恐
ろ
し
い
ゾ
。

あ
と
で
聞
い
て
み
る
と
、
ベ
テ
ラ
ン
と
若

手
は
食
べ
た
よ
う
で
、
オ
ジ
サ
ン
族
が
食
い

は
ぐ
れ
た
と
か
。

又
、
宿
泊
の
ほ
と
ん
ど
の
人
が
徹
夜
で
研

究
と
論
議
を
続
け
、
何
ん
の
こ
と
は
な
い
、

布
団
も
枕
も
邪
魔
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

先
見
の
明
と
い
う
べ
き
か
、
超
ベ
テ
ラ
ン

の
数
名
は
、
静
か
な
ホ
テ
ル
に
移
動
、
こ
の

軽
快
さ
は
岡
田
流
に
似
た
り
。

◎
５
月
５
日
の
祝
日
に
、
貸
切
り
の
状
態
で

会
場
を
と
れ
た
の
は
幸
運
で
し
た
。
会
場

が
せ
ま
く
、
不
便
、
不
自
由
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
、
不
満
も
お
叱
り

も
な
く
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
楽
し

い
集
い
と
な
り
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
香
龍
会
に
も
お
い

で
下
さ
い
。


